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−
）が L一シ ス タ チ オニ ン を蓄積す る こ と を報告し た。　H」
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【目的】乳酸 菌に よ 一t て 生 産 され る 抗 菌性ベ ブ チ ト，バ クテ リオ シ ン は ，
安全 な 天 然 の 食品保 存料 と して の 利 用 が 期待 され て いる n 乳酸菌は、動物

の 腸 管や 発 酵乳だ け で な く植物 に も 存在 し てお り．植物山k の 乳 酸菌か ら

新奇バ ク テ リオ シ ン の 発見が期待 されて い る。本研究で は．植物 性の 分離

源か ら 新奇バ クテ リオシ ン 生産乳酸菌を探索 した．
【方法 ・結果】分離源 として 野菜 （小松菜．大根菓）．賦昏の 製造⊥二程で 排

出 される 廃棄物 〔おか ら、澄水） を用 い た、待 られた繭株の 培養液上清を

用 い
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に 狭い もの ま で さ ま ざ ま で あ っ たu これ ら か ら特徴的 な 抗 菌 スベ ク トル を

持つ 繭株を ．野菜由 来の 4 洙 か ら 2株．・、腐廃 棄物 内来の 9 株か ら 3 株選
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【目 的】 タ イ の 発 酵 魚 、Pla−ra か ら 単離 し た EnteJt　 w ．w 細 Lfπ 雕 NKR ．5．3
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に 対 して抗 菌活性を 小 した 　本研究で は NKR −5・3 株が
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rVt］iJEtstris　NBRC 　IS547（ ATCC 　43754〕が ノ1こ産す る 2 つ の ベ フ

チ トか らな る バ ク テ リオシ ン Brechocin−C と考え られ る も の と 2 つ の 1’iク
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